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生涯学習支援シス テム 「PopCorn」の 開発 と適用
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〈概要〉生 涯学習支援シ ス テ ム 「PopCom 」は、生涯学習の デ ータ を蓄え、デ
ー

タを Web サ イ トに 自動

展開させ る方法論 「MultimediaMapping法」を実装 した シ ス テ ム で ある 。 シ ス テ ム を万人が生涯学習に

活用で きる よ うに 、 操作性を容易にす るだけで な く、学習 して得られ た発見をコ ン テ ン ツ拡充に フ ィ
ー

ドバ ッ クさせ る反復思考の 支援の 機能 を強化 した 。 児童か ら高齢層の 大人に まで シ ス テ ム を幅広 く試用

して もらうこ とに よ り、 その 実用性 を検証 した 。

〈キーワ ー ド〉生涯学習，学習 ソ フ ト開発，デ
ー

タベ
ー

ス ，イ ン ターネ ッ ト

1，は じめに

　本論で は 、 生涯学習支援 シ ス テ ム 「PopCom 」に

つ い て述べ る 。 こ の シ ス テ ム で は 、 テ キ ス ト、 画

像等の マ ル チ メ デ ィ ア 学習素材の デ ータ ベ ース 化

か ら Web サ イ ト自動生成、初心者向け更新 イ ン タ

フ ェ
ース 、分散型運用 まで を幅広 くサ ポ

ー
トする 。

さらに学校 、 生涯学習セ ン ター等の 機関、個人の

間に 差 を設ける こ となく、学習素材デ
ー

タベ ース

作 りを生涯学習活動そ の もの として 幅広く支援す

る ことを 目的 と して い る 。

る こ とがで きる こ とに気付かない 人が多い 。そ の

た め に 生涯学習の 契機 を多 くの 人が逸 して い る 。

3）Web サ イ ト構築の技術的障壁

　WWW が普及 した 現在 もなお 、 自らの 学習活動

を Web サ イ ト制作に結び付ける人は まだ少な い
。

個人が Web サ イ トを構築する に は、コ ン ピ ュ
ータ

へ の 慣れが必要な こ と に加え 、 素材制作、HTML

等の 新たな技術習得が必要 となるこ とか ら、そ の

克服が障壁 となっ て 未だ に ホ ーム ペ ージ開設者の

絶対 人口が 少な い 。

2．生涯学習支援 を阻 む い くつ かの要因

　イ ン タ
ーネ ッ トの ハ イ パ ーメ デ ィ ア環境 WWW

は、マ ル チ メ デ ィ ア 学習素材 を提供 し、万人が利

用で きる環境 として の 有用性か ら生 涯学習 にお い

て も既 に幅広 く利用 され て い る 。 しか しなが ら、

WWW の 期待へ の 大きさとは裏腹 に 、生涯学習を

支援 して い く上で の さまざまな障壁が メ デ ィ ア

（WWW ）との 間に立 ちはだか っ て思 うように利用

が進 まな い 現実がある 。

　こ の 背景 に は 以下 の 要因が考えられ る。

1）従来の 方法へ の とらわれ意識

　
一
般的傾向として、地域研究な どの生涯学習の

成果 を自費出版な どの 形態で 紙媒体 を用 い て 発表

する とい う従来の 方法へ の とらわれ意識は い まだ

に根強 い 。 WWW に よ っ て 従来 の 方法を代替で き

る可 能性に気付か な い 人が多い
。

2）生涯学習の 契機の 喪失

　日常 目に して い る もの 、 感 じて い る もの を対象

化 して みる こ とで 、生涯学習の テ ーマ を手に 入れ

3．Multimedia　Mapping 法

3−1．生涯学習 を支援する「Multimedia　Mapping法」

　生涯学習 支援メ デ ィ ア として の WWW に は 、個

人 や グ ル ー
プの 生 涯学習活動 をWeb サ イ ト制作の

プ ロ セ ス に い か に適 合させ て い くか 、学習素材

デ ータ ベ ース をい か に充実 させ て い くかとい う二

つ の 課題が あ る。

　前者の 課題に対 し て は、多 くの 人々 （生 涯学習

予備軍）か ら慣習的 なとらわれ意識を解 き放つ 必

要が ある。そ の ため に は、紙媒体を用 い るよ りも

手間や コ ス トが かからず、素材の 蓄積 ・活用 が促

進 され、学習効果を高め るこ との で きる生涯学習

支援 シ ス テ ム を提供する こ とが必要で ある 。

　 シ ス テ ム で Web ペ
ー

ジ自動生成がサ ポー
トで き

れば、後者 の 課題 に対す る解決策ともなる 。 ワ
ー

プ ロ で作成 した文書、デ ジ タ ル カ メ ラ で撮影 した

画像等 を次 々 に クリ ッ ピ ン グ して くこ とに より、

学習素材デ
ー

タベ ース の 充実を図る こ とが で きる 。

さら に 、社会教育、学校教育などで デ
ータ ベ ース
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作 りを実践する学習 プ ロ グ ラ ム を導入する こ と に

よ り、社会的に 波及効果 の 高い 生涯学習 を実現す

る こ と に道が拓 か れ る 。

「盆認謙 謝 器 鑑蹣 鬻：
ping法は 、方法論 （素材中心 ア プ ロ ーチ ）、情 報ア

ー

キ テ クチ ャ （ハ イ パ ーメ デ ィ ア の 情報空 間モ デ

ル ）、その モ デ ル に 基づ く生涯学習支援 シ ス テ ム

（PopCom 、
　 PushCom ）の 三 者で 構成する 。

3−2．素材中心ア プロ ーチ

　素材 中心 ア プ ロ
ー

チ は 、 「誰で もで きる」オ リ ジ

ナ ル な発想 を支援する た め の 方法で ある 。 テ キ ス

ト、画像な どの マ ル チ メ デ ィ ア 素材を多量に生産

し、そ れ らを手軽 に ク リ ッ ピン グす る方法 に 特色

が ある 。 素材を作 り、素材を基 に学習 を進 め る と、

以 下 の 効果が 期待で きる 。

　第一に 、素材 さえ あれ ば
、 人 は 誰で も素材 との

関わ りが 生 じ、学習の 動機づ けが得 られ る 。

　 第二 に 、デ ジ タ ル カ メ ラ 、ビ デ オ カ メ ラ等で 撮

影 して得られ る素材は オ リジ ナ ル な もの で あるか

ら 、 素材 の オ リ ジナ リテ ィ を保証で きるb さ ら に、

ビデ オ撮影の よ うな方法 は 、素材を豊か に生産す

るため 、情報 源を枯渇 させ る こ とが な い
。

　 第三 に 、素材 中心 ア プ ロ ーチ は、ボ トム ア ッ プ

型の 情報整理法で ある こ とか ら、一般的 に苦手 と

され る トッ プダ ウ ン 型 の 論理 的思 考法よ りも、学

習者の 心理的 な負担感 を軽減で きる 。

3−3．情報 ア
ー

キテ クチ ャ

（1）情報空間モ デ ル

　Multimedia 　Mapping 法 にお け る情報空 間 モ デ ル

を図 1 に示す 。 情報空間 （Web サ イ ト）は 、 イ ン

デ ク ス 階層 、ペ ージ 階層、ク リッ プ階層 で 構成 し、

最上 位に ホ ーム ペ ー
ジ を置 く。 ク リ ッ プ は ペ ー

ジ

に 1対多の 関係で 従属す る 。 ク リ ッ プ は 、多量 の

マ ル チ メ デ ィ ア素材を扱 い や す くす るた め に設 け

た素材 ク リ ッ ピ ン グの ペ ージ で ある 。 素材が画像

デ ータ の 場合 は、それ に対応す る Web ペ ージを自

動的 に生成する 。

（2）デ ータベ ース 定義

　ペ ージ が 情報空間に どの ように マ ッ ピ ン グ され

るか をあ ま り意識 する こ と なく、単
一

の 独立 した

情報ブ ロ ッ クとして デ
ー

タ ベ ー
ス に追加で きる と、

素材 の 追加 が しや す くな る 。 初め て 扱 う素材 に は 、

ど の ような情報が 内包 され て い る か は よ くわ か ら

図 1 情 報空間モ デ ル

ない こ とがある。素材 を多量に扱 うこ とを第
一

に

念頭に置 い て デ ータベ ース の ス キーマ は極力単純

に した 。 定義 する項目数が 多い と、その 定義 に労

力 を払 わなけれ ばな らず 、 素材の 蓄積を阻 む要因

とな る 。
ペ ージ の デ ータ は 、テ キ ス トベ ース の

デ ータ ベ ース と して管理 する 。

　デ
ー

タベ
ー

ス の ス キ
ー

マ と定義例 を図2に 示す 。

図 2 の デ ータ定義例か ら図 3 の Web ペ ージが生成

され る
。

（3）マ ル チ イ ン デ ク ス 方式

　 それ ぞれ の ペ ージは 、目的に応 じて 、い くつ か

の 異 なる観点か ら多軸的 に参照 で きる こ とが 、情

報の 価値 の 新た な発見を誘発す る 。 イ ン デ ク ス 系

列 に は、分類 （カ テ ゴ リ
ー
〉、地域、撮影 日 、登録

日の 4 つ が 最 も基 本的 な もの と考 え られ る 。 イ ン

デ ク ス 系列 を増や す こ とは、閲覧す る際 に利用者

に混乱 をもた らす要因 となるの で 、必要最小 限に

留めて お く必 要が あ る 。 これ以外の 任意系列の イ

ン デ ク ス は オ プシ ョ ナ ル に扱 う。

（4）自動一括更新方式

　デ
ー

タ の 追加や 修正 は、そ の 都度 、 負担 な く行

える こ とが望 ましい 。 そ の ため 、デ
ー

タはソ ース

デ
ー

タ全 体 を直接修正 で き る方式 を と り、 簡単な

修正 なども作業に煩雑さを持ち込 まない よ うに し

た 。 各デ
ー

タには、あ らか じめ定義 した イ ン デ ク

ス 系列 （分類、地域等）に従 っ て分類キ
ー名 と地

域 キ
ー
名を付加 し て お く。 撮影日イ ン デ ク ス 、登

録 日 イ ン デ ク ス は デ ータ か ら自動 的に イ ン デ ク ス

キーを生成す る 。 必 要最小 限の キ
ー
名を各デ

ー
タ

に付加 して お くだ けで 、マ ル チ イ ン デ ク ス 化が行

える こ とは 、学習者が 自ら内容 を吟味 し、新 たな
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Ca）ス キーマ

■ Web サ イ ト名

分類イン デクス名
地域 イ ンデ クス名

ペ ージID
オプシ ョ ン イン デクス名
登踈 年 月日

データ行 い行｝

｛切 デ
ー

タ 定義例

ロマ 7 ピン グ霞ヶ浦
゜

〔ggra1工±溝
・
水弼都応の 面彫をた とる

土浦 市中 央

99G116C・10
〔99101〕亀城の シイ

rx｝n1999
而 4／259901t60

舟 234．iOglgggrOltt6　　 土滞市中央
一丁 目

tablequete　　　 霞ヶ 浦
’
周 辺地 填に は 椎の 有名な古木が あり ます。…〔略）

…
5血 恥 碑 文 クリ ッ プ

雨bon一臨しK頭 iurad ゆ　　　　9SO1161shii．iXt　 990116tsbii．脈電

subtitle　映像 ク リ ・
ン プ

990t　t6c＿diP　　　　　　　@ 蜘1　1　6cve221　， 陶99σ1　teate237，ip

1萄煩．49tOIL 噛
］
’ 眠 る1，・rI・▼・匸

　 　 　 　 　　〔99 ／01 〕 亀 城 の

イ 　　　　　　　　
w 　 　 　 　　 分頴　i99Xo11 土屬 　寂驩 囁恥齔 聖 し ど る 魅層t漉nt
A 　 　 　 　　 　 l■ 繊日　19“OIO4n5 夏斷日　IO99to7i

， 図2 デ ータベー

定義 情 報 の発見 、情報 の修正 に 寄与 す ると こ

が 大

いo （ 5 ）全 デー

閲覧 の保 証 　 デ ー タ ベースの WWW 公開方

と
し

て、キ ー ワ ード 検索を 唯 一の方 式 と す る

とが多 い。 こ の 方 式だけ
で

は、 どの よ う なデ

タが あるのか を 手 軽に閲覧するこ と が できず

利 用 者に と っ て は 使 い に くい シス テムとな る

この理由 から、全デー タ に 対
す

る 閲 覧 を保 証

る ナ ビ ゲーショ ン （ イ ン デクスどう し の ク ロス

ンク、前 後 関 係 のりンク 〉 を 生 成 す る 。 ナ ビ

ーシ ョン の た め の リ ンクは 、 全 て自動 インデ

ス化 に よ り行
う

の で 、 ペ ー ジ制 作でのナビゲ

シ ョ ン への考慮は不要であ る 。 労 するこ と

く、ナビゲーション が 保 証 さ
れる 。

|4．学習支援イン タ フ ェ ー
スの 拡張 （1 ）初心 者

けイ ン タ フ ェース 「PushCorn 」 　W
の初心 者に対 し ては 、

デー タ更新が簡 単 に行なえる

ンタフェース を 提供すると、 PopCom を

涯学 習 のさまざ ま な場面 で幅広く運用するこ とができ る

こ
の目的か ら、 　PepCorn を意識 せ ず に

デ ー
タ更 新を誰もが行なえ る初心者向け イ

ンタ フェース「 Pu

Com 」を 開 発 し た。 　 PushCorn を用

｢ るこ とに よ り、初め ての 人で も 簡単 に

材の登 録、
デ

ータ の
修 正を行う

と が
で

き る 。 （2 ）分散 型 デ
ー

タ ベー ス
連携

式 　 データベー ス を 生 涯 学 習 セ ン タ ー などの

ーバ で 運 用 す る場 合 、シス テムのセ
キュ リ テ

確 保 の 問題 、システムの 使 い に く さの 問題 、

ーバの
処理 の負荷増大の問題が発生する。

この点からは 、 魯 o 溺噸 瑚m 職tt 耀 OPtSUVIIesn ，1
了．櫛 fiuae 「躡の暾　惜ゲ騎下瞳訓man −　黶M5qe 零 6  シぐα二 nL ’ ，セぐ古ttUtWOvtL
､ 浄． この蹲 σ脚 比 樗唇と、 槲隰 ・ tt のbKlt 、塗だ蜜 い末 に 昆！tくる飾弓刪“Tr こめ シイ醜螺二
．聯
噛mel 燭 tmET5 「Ii ，JOk う eん緯止   ワ τ 【L累7 軌 5

で　 鰤 隔“ と愈えげ　
4L 鰥では攣離7亀ゆと飜し累To ‘の素 O吉導に　  殉6 酬5‘のt‘崢“Maststblt ． 广めシィ煽，4e 躔

仁 的蠍酬騾 aL ・〉 ‘と で し占 うりち ．LI にTi イ脚 b亀二t 巳滞　 《脚

q でes か tn のだ る， me擢麟し晒  覇 e綴bai 羅うs ， kt ウ rt・ 喇の 【 柵 槭文畳t 十‘博

19Jsui 鯉 ■鵯 ＃ 「購置 荘f勒 呶上 N ±tit いb 触初 槻 ▼め 告 ζ冨認 て 竃・鼠丁，土嬉■媚 主嚀，m± 泊四e霧亀S塵という謝

士浄 ｝棚 曾 直し℃t4SO 隼V｝lny 圜tmtStMDtsIl 　 I 現在Φ櫁 槻pQ 加彰弔 F

Z岡 取鱒馨持 ，龕亡 邸5htいユ， 【　「争 、 躑増鞘していう細榊とい，fシ イt ぬ購 1 劇隠   巳

ﾓ 黏　WtthalL τ‘醐s5n

xebtk る

6．志 〔

上 櫨　 概
r 畑 蝕‘ 鰍 　1 瓣 　 OP

2 〒 1 “ ） M
翰 瞠

ク リ
ッ

プ

d に／ 顧讖爛一 　髄野　「

 
　

●勲 う
イ 3 映 氤 クリ ップ ロリ ほコ

ｫ 幽　 ’ 幽齟 　 　　 　 図3Web ペー ジ生 成

例 データベースは 分散 型 の 構成と し、 多 く の 人

が 自 ら 制作 し たデータ を 相互に利 用 可 能 と する

散 型の柔軟 な方 式が 求められる。DBMS ／ W

連 携、インターネット 環境 での分

運用については、 現在 設計

進めて お り、 後日 実 装する計画 で ある。 4，「PopC
n 」 の適 用 と 評 価 4 − 1．生涯 学 習への適用事 例

　 『マ ッ

ング霞 ヶ浦＊』等のWeb サ イトを PopCom

ﾉ よ り 生 成しながら、PopCom の機能改善 を 行っ

ﾄ きた。 　筆者 （前 川 ）が運用するWeb サ

ト 『 マッ ピ ン グ霞ヶ 浦＊ 』
は 、個人が地域 理 解に

pCom を適用 し た場合に、 実 際にど のよ う

学習 成 果を 生み出 すこ とがで きるかを検 証し

つ 、
PopCom

の 機能 要件 を明 確化す る
た

2 年以上 に渡り 試 作 し て い る サイ トである 。

域 を巡り ながら撮影した ビ
デ

オ デー タから大

の 静 止 画を抽 出 し 、 任意 のテー マで素材をク

ッ ピング し、こ れ を繰 り返 すこと で際 限なく地

発 見を行い、多量 の素材を提供 す るの

役 立 てて いる。この事例では、個人
が

制 作 で

るWeb サイトの
常

識 的 な
範囲を遥 か に凌駕す る40

000 ページ規模に達して いる。 　さら に、『山

市立第十小

校ホー
ム
ペー ジ 亅 『 山 形市 民大学ホ ー ム ペ ージ亅等 で は
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は 高齢層の 大人ま で を被験者と し 、 ホ
ー

ム ペ ージ

の予備知識 の な い 場合で も、 わずかの 操作方法の

理解だけで デ
ー

タ を更新で きる こ とを検証 した 。

　現在は、岐阜県社会教育施設情報化 ・活性化推

進事業 （文部省委嘱事業）に お い て 、『マ ッ ピ ン グ

た か や ま』な ど、地域素材を デ ータ ベ ース 化 し、こ

れ を地域の 人 々 が 生涯学習活動 として主体的に実

践 する取 り組み に PopCom を適用 して い る 。

　こ の 事例で は 、PopCom 適用以前に 開発 された

既存の 地域素材デ
ー

タベ ー
ス を入力とし、PopCom

版の Web サ イ トへ 自動変換で きる こ とも併せ て検

証 済で あ る 。

4−2．適用 の評価

（1）生産性

　 Web ペ ージ 制作工程は概 ね図4 の よ うに モ デ ル

化で きる 。 従来 の 手作業に よる Web ペ ー
ジ記述で

は 、各工程が未分離 に混在するため 、
パ ブ リ ッ シ

ン グ に関わ る工程 （レ イ ア ウ ト検討、HTML 記述）
が、企画 ・

設 計 、 素材制作 と同時的に進行する形

とな り 、 全体の 作業量 を大幅 に増やす要因 とな っ

て い た 。 Web サ イ トの 維持管理で は、初期制作工

程 よ りも一
度制作 した後の 維持管理の 方が発生す

る作業量は遥かに多V   この 点で 、自動化 による

サ イ ト全体の再構築が省力化 され る こ とは 、 初期

制作工程以上に効果が大きい
。

（2）学習の 動機づ け／素材蓄積効果

　PopCom の 適用に よ り、素材か ら即座 に ア ウ ト

プ ッ ト （Web サ イ ト）を得る こ とがで きるよ うに

なっ た こ とで 、学習対象そ の もの に対す る興味 を

喚起 させ る効果を得る こ とがで きた 。 素材を追加

し、新たに発見 した こ とが あれば既存の デ
ー

タを

修正 し 、
こ れ を繰 り返すこ とで 、 知 らず知らず素

材は増え続け、そ れ と共に情報の 質 も向上 （知識

が 深化）する とい う好転回 を生 ん で い る 。

（3）生涯学習機会の 創出効果

　PushCom を適用 した実験で は、ホ
ーム ペ ー

ジの

予備知識 の な い 場合で も、わずかの操作方法の 理

解だけで 誰で もデ
ー

タを更新で きる こ とが証明 で

きた 。 児童が 被験 者の ケ
ース で は 、皆が 興味 を

持っ て ペ
ー

ジ制作に熱中 して い る 。 また、高齢層

に とっ て コ ン ピ ュ
ー

タは苦手で ある と い う一般論

が必ず しも通用 しない こ とは、事例 として紹介 し

た市民大 学で も得る こ との で きた知見で ある 。 こ

の よ うにデ
ー

タベ ー
ス

、 WWW と縁遠か っ た多 く

の 人 々 に学習機会を創出 させ る こ とが 可能で ある

こ とが証明で きた 。

5．最後に

　今後 、 学校教育に創設 される 「総 合的な学習の

時間」で は、PushCGm を用 い て学習を支援する こ

とが 可能 とな る 。 また学校教育 と社会教育は現在

は 別 に扱われ て い るが、本来的に生 涯学習は これ

らを包括する もの で あ り、

一
人

一
人が生涯を通 じ

て学習 を継続で きて こ そ、名目共に 生 涯学習 とな

る。

　今後の 生涯学習 プ ロ グ ラ ム で は、学習支援メ

デ ィ ア （支援シ ス テ ム 、学習素材デ
ー

タベ
ー

ス 〉を

地域内、地域間 、 世代間で 共有 して、協同的な学

習活動 として い くこ とが望 まれ る。そ うした生涯

学習プ ロ グ ラ ム が 開発され て 、 学習者相互の 研究

成果 を情報交換する こ とに生涯学習 の 道が拓かれ

る こ とを願 っ て や まない 。生涯学習支援シ ス テ ム

「PopCom 」が その役に立 て ぱ幸い である 。

　PopCom 、　Multimedia　Mapping法 、 適用事例に つ

い て は、以下 の Web サ イ トで情報を提供 して い る 。

「Multimedia　Mapping亅
http：11www．infomlatics．tuad．ac．jplmmylmappinglja！
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